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※未成年の場合は、保護者の氏名、住所、捺印、同行の有無を明記した書面の添付が必要です。

お問合せ： 京都フランス音楽アカデミー実行委員会事務局 　〒606-8301 京都市左京区吉田泉殿町8 アンスティチュ・フランセ関西
Tel. 075-761-2114    Fax. 075-761-2169    academie@institutfrancais.jp    academie.institutfrancais.jp

現住所

Tel

E-mail （必須）

Fax

審査結果の通知先（現住所と異なる場合）

Tel

〒〒

E-mail （必須）

学校名および学年、または出身学校名および職業 宿泊予約

過去にマスタークラスに参加したことのある方は、そのマスタークラス名

□ 希望する　　　　　　　　　　　□ 希望しない

受講希望科目

第1希望

第2希望

第3希望

希望教授（ピアノとヴァイオリンの受講を希望する方のみご記入ください）

音楽歴（学歴、演奏活動歴など） 京都フランス音楽アカデミー受講を希望する理由

これまでの指導者名、および現在の指導者名 備考

受賞歴（コンクールなど）

※受講申込書でご提供いただいた個人情報は、当アカデミーの事務手続きおよび案内状送付のみに使用します。個人情報は、ご同意なく第三者に開示・提供・預託することはありません。
※音楽歴と受賞歴は、別紙（書式自由、A4サイズ）に記載して添付してもかまいません。

受講申込書は、右記アドレスからもダウンロードできます。 academie.institutfrancais.jp

公開レッスン  3月25日（土）、26日（日）
アカデミーの授業は非公開であるため、期間中に各教授1回90分の公開レッスンを
全クラス行います。　
会　場 ： アンスティチュ・フランセ関西 稲畑ホール
聴講料 ： 2,000円（1科目1教授につき）、7,000円（1日通し券）
聴講券 ： 2017年1月下旬発売予定　※受講生は入場無料

受講生コンサート  4月2日（日）
各クラスから選ばれた優秀受講生（1クラス平均2名）のコンサートを開催します。
会　場 ： 京都市立京都堀川音楽高等学校 ホール
入場料 ： 無料

第27回 京都フランス音楽アカデミー 
アンサンブル・スペシャル・コンサート2017  4月1日（土）14時30分
アカデミーに招聘された教授陣によるコンサート。 ※受講生は無料でご招待
会　場 ： 京都府立府民ホール“アルティ”
入場料 ： 4,000円（一般）、3,000円（学生）
協　力 ： エラート音楽事務所（Tel. 075-751-0617）
チケット ： 2017年1月上旬発売予定

ご 案 内

京都フランス音楽アカデミー実行委員会事務局
Tel. 075-761-2114  （火～土 10：00～18：00、日・月・祝休）  |   Fax. 075-761-2169   |  Mail. academie@institutfrancais.jp
〒606-8301 京都市左京区吉田泉殿町8 アンスティチュ・フランセ関西
名誉会長：ティエリー・ダナ（駐日フランス大使）　実行委員長：ジャン＝マチュー・ボネル（在京都フランス総領事、アンスティチュ・フランセ関西館長）
アドバイザー：森悠子（長岡京室内アンサンブル音楽監督）

第27回

京都フランス
音楽アカデミー
受講生募集

（4月1日（土）は教授陣によるコンサートのため休講）

2017年3月21日（火） - 4月2日（日） 

トップクラスの教授陣による指導で
あなたの音楽技術と感性を高めませんか。

主催：京都フランス音楽アカデミー実行委員会
後援：京都市、在日フランス大使館
助成：公益財団法人 ローム ミュージック ファンデーション
協賛：稲畑産業株式会社、パウエル・フルート・ジャパン、株式会社ビュッフェ・クランポン・ジャパン、

プジョー・シトロエン・ジャポン株式会社、SACEM（フランス著作権協会）
協力：京都女子大学、ホテル日航プリンセス京都
教育提携：パリ・エコール・ノルマル音楽院

ACADÉMIE DE MUSIQUE 
FRANÇAISE DE KYOTO

2016年12月15日（木）　※必着応募締切

お問合せ・お申し込み先



京都フランス音楽アカデミーは、フランス政府公式機関であるアンスティチュ・フランセ関西（旧関西日仏学館）が主体となって1990
年より運営されている日仏音楽交流事業です。毎春、フランスよりトップクラスの音楽家が来日し、約2週間のマスタークラスを開講。
その規模、歴史、水準の高さから、フランス国外で行われる最も重要なフランス音楽教育の場となっています。

各地で演奏会やマスタークラスを行う他、ピアノ・ピック
フェスティバル（フランス）やヴィラセカフェスティバル（スペ
イン）の創設者兼ディレクターとしても活躍。オリヴィエ・メ
シアンコンクール第１位、エットレ・ポッツォーリ国際ピア
ノ・コンクール第１位、自身が師事したルービンシュタイン
の名を冠したアルトゥール・ルービンシュタイン国際ピアノ
コンクール入賞などの受賞歴を持つ一方、イヴォンヌ・ル
フェビュール、イヴォンヌ・ロリオ、マリア・クルチオ、パウル・
バドゥラ＝スコダ、アレクシス・ジギスムント・ワイセンベルク
等のもとで研鑽を積んだ。多くの著名なオーケストラと共
演する他、室内楽にも情熱を注ぎ、ゲイリー・ホフマン、ジェ
ラール・プーレ、ピエール・アモイヤル等と共演。バッハ「ゴル
トベルク変奏曲」の演奏は高く評価され、多数のCDを録
音。現在パリ地方音楽院およびカタルーニャ高等音楽院
教授、上海音楽学院名誉教授。15年、フランス芸術文化勲
章シュヴァリエ受章。

ピエール・レアク
Pierre Réach

パリ地方音楽院教授

ピアノ ソリスト、リサイタリスト、室内楽奏者として精力的に多くの
公演に出演。広大なレパートリーの各作品において、特有
の響きやスタイルを追求している。95年ADAMI大賞、97年
フェラス－バルビゼ・コンクール第2位、02年SACEM賞、05
年ヴィクトワール・ドゥ・ラ・ミュージック器楽ソリスト賞受
賞。バロック・ヴァイオリンとモダン・ヴァイオリン両方のテ
クニックをマスターしている限られた現代の演奏家の1人
として、ロサンゼルス・フィルハーモニー管弦楽団、ルクセン
ブルク室内オーケストラ、インスラ・オーケストラ、ラ・シャン
ブル・フィルハーモニック、キングス・コンソート、レ・シエク
ル、ル・パルルマン・ドゥ・ミュジークと共演。01年、エマニュ
エル・アイムと共に古楽アンサンブル「ル・コンセール・ダス
トレ」を結成し、07年より副指揮者を務める。同アンサンブ
ルの他、リエージュ・フィルハーモニー管弦楽団やレ・ヴィオ
ロン・デュ・ロワでも指揮を行う。現在、パリ国立高等音楽
院教授。

ステファニー＝
マリー・ドゥガン
Stéphanie-Marie Degand

パリ国立高等音楽院教授

ヴァイオリン

パリ国立高等音楽院でピアノをイヴォンヌ・ロリオに、室内
楽をモーリス・クリュに師事し、それぞれ1等賞獲得。また、
ジョルジ・シェベック、レオン・フライシャーらの教えも受け
た。ロン＝ティボー国際コンクールやショパン国際コンクー
ルなど、有名コンクールでの入賞多数。ソリストとしてフラン
ス国立ロワール管弦楽団（ピエール・デルヴォー指揮）など
多くの楽団と共演するほか、室内楽ではイヴリー・ギトリス
らと共演。オリヴィエ・メシアンのアニバーサリーコンサート
では、作曲家自らの依頼で「異国の鳥たち」などを演奏。自
身も作曲家として活動する一方、映画監督クロード・ル
ルーシュにはピアニスト兼俳優としても起用されるなど、マ
ルチな才能を発揮。02年～07年、日本公演を行う。07年以
来、歌手シャルル・アズナヴールのリサイタルにピアニストと
して参加。09年、国家功労勲章シュヴァリエ受章。パリ・エ
コール・ノルマル音楽院およびマルセイユ地方音楽院教
授。

エリック・ベルショ
Erik Berchot 

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

ピアノ

幼少時より音楽に触れた早熟の才能は、12歳にしてパリ国
立高等音楽院のヴァイオリンと室内楽部門で1位を獲得。
14歳で渡米し、アイザック・スターン、ダヴィット・オイストラ
フ、ピエール・フルニエ、ナディア・ブーランジェに出会う。そ
の後、ジノ・フランチェスカッティと、バッハの「2つのヴァイ
オリンのための協奏曲」を録音。世界各国の名指揮者と共
演し、国際的な評価を不動のものとする。近年の録音は、
ベートーヴェンとチャイコフスキーの協奏曲集やバーンス
タインのセレナーデ、ヴァイルのヴァイオリン協奏曲Op.12。
若手育成にも力を注ぎ、85年から11年までパリ国立高等
音楽院教授を務めた。室内楽では、ペヌティエ-パスキエ-
ピドゥー トリオによる演奏でラフマニノフのピアノ三重奏曲
をリリースし、好評を博す。パガニーニのカプリース全曲を
コンサートで演奏する数少ないヴァイオリニストの一人。使
用楽器は1734年製グァルネリ・デル・ジュスの「クレモナ」で
ある。

レジス・パスキエ
Régis Pasquier

パリ･エコール･ノルマル
音楽院教授

43年生まれ。61年にパリ国立高等音楽院で1等賞を獲得。
65年ミュンヘンのARD国際コンクール弦楽四重奏部門で
優勝。65年～85年、パリ・オペラ座管弦楽団の首席ヴィオ
ラ奏者、85年～90年、フランス国立管弦楽団の首席ヴィオ
ラ奏者。豊かで美しく力強い音色によって、世界で最も才
能あるヴィオラ奏者のひとりと評せられている。ヴァイオリ
ンのレジス・パスキエ（弟）とチェロのロラン・ピドゥーととも
に弦楽三重奏団を結成。レコード録音では、76年にディス
ク大賞、77年にフランス・ディスク・アカデミー大賞など多
数の賞を受賞。様々な制作にも携わり、08年、ラジオ・フラ
ンスにて映画「青いパパイヤの香り」や「夏至」の音楽を担
当したトン=ツァ・ティエのヴィオラ・コンチェルトを演奏。
数々の国際アカデミーでも教えており、72年よりパリ国立
高等音楽院にて教鞭をとる。レジオン・ドヌール勲章シュ
ヴァリエ章、芸術文化勲章オフィシエ章受章。14年秋より
パリ・エコール・ノルマル音楽院教授。

ブルーノ・パスキエ
Bruno Pasquier

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

仏独両方の音楽的伝統が受け継がれるアルザス地方に生
まれ、異文化に対する柔軟な精神を発揮し続けながら、ソ
リストとしての活動に加えて数々の室内楽アンサンブルにも
参加。特にトリオでの演奏を好み、70年にジャック・ルヴィ
エ、ジャン＝ジャック・カントロフと結成したアンサンブルは
高く評価されている。各国の音楽祭に定期的に招聘され、
これまでに多くの大規模なホールで演奏。79年～14年、恩
師ナヴァラの後を継いでパリ国立高等音楽院教授を務め、
教え子たちの中には素晴らしいキャリアを築いている者も
多い。現在はマンハッタン音楽院で教育活動を継続。現代
音楽にも造詣が深く、7年間にわたりアンサンブル・アルテ
ルコンタンポランに参加した。ヴィヴァルディ、ベートーヴェ
ン、ブラームスからフォーレ、ラヴェル、マルティヌー、マレク、
メルレまで、自身の性格を反映するような豊富なディスコグ
ラフィーの中でも、J.S.バッハの無伴奏チェロ組曲全集（07
年）は特筆すべき作品である。

フィリップ・ミュレール
Philippe Muller

マンハッタン音楽院教授

モーツァルトのフルート協奏曲K314を演奏した際、アダー
ジョを聞いたバーンスタインに「彼はまさにパン（牧神）であ
る！」と言わしめるほど称賛を得たフルーティスト。リヨン国
立音楽院のマクサンス・ラリューのクラスで満場一致の１
等賞を得て卒業後、プラハの春国際音楽コンクールでの
グランプリなど、国際コンクールでの入賞多数。その後、
シャンゼリゼ劇場（パリ）、アリス・タリー・ホール（ニュー
ヨーク）、浜離宮朝日ホール（東京）、ウィグモア・ホール（ロ
ンドン）、モスクワ音楽院、フェニーチェ劇場（ヴェネツィア）
など、各国のホールでリサイタルを行う。オネゲル、モーツァ
ルト、シューベルト、C.P.E.バッハや上林裕子の作品をこれ
までに録音している。コンサート活動と同時に指揮者として
の活動や教育活動にも熱心で、現在、パリ・エコール・ノル
マル音楽院とカリフォルニア州立大学フラトン校にて教鞭
をとる。アジア、ヨーロッパ、オーストラリア、アメリカでは定
期的にマスタークラスでの指導も行う。

ジャン・フェランディス
Jean Ferrandis

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

71年生まれ。リヨン国立高等音楽院で１等賞を得て卒業
後、ジュネーヴ音楽院で研鑽を積む。95年～97年、モンテ
カルロ・フィルハーモニー管弦楽団にて共同首席奏者を務
める。同年、ベルギーのロイヤル・フランダース・フィルハー
モニー管弦楽団首席オーボエ奏者に就任。主な受賞歴
は、ナテクシス・バンク・ポピュレール財団賞、プラハの春国
際コンクールファイナリスト入賞（96年）、国際オーボエコ
ンクール・東京第3位入賞（97年）。現在、ブリュッセル王立
音楽院およびパリ・エコール・ノルマル音楽院教授。フラン
ス内外でのマスタークラスにも定期的に招聘されている。
情熱に溢れたオールラウンドな奏者として、古楽器を使用
するバロック時代の楽曲から現代音楽の新作まで、レパー
トリーは幅広い。CD録音も多数で、ディアパゾン、クラシカ
など各誌から絶賛されており、シューマン、ブリテン、ドラ
ティ、ホリガーの作品を収録したCDは特に高い評価を得
ている。使用楽器はビュッフェ・クランポン製。

エリック・スペレール
Eric Speller

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

パリ国立高等音楽院指揮科および打楽器科卒業。マレク・
ヤノスキ、佐渡裕、ヨルマ・パヌラなどの著名な指揮者に教
えを受けたほか、ロンドン王立音楽院でも学ぶ。ラムルー
管弦楽団では副指揮者として佐渡裕のアシスタントを務
め、05年に兵庫芸術文化センター管弦楽団のアソシエイ
ト・コンダクターとして日本に招かれる。以来、活動の拠点
を日本に置き、08年より大阪教育大学にて教鞭をとるかた
わら、多くの演奏会で同大学合唱団・オーケストラを指揮。
これまでに、ルーマニア国立ブラショフ・フィルハーモニー
交響楽団、ピカルディ管弦楽団、ラムルー管弦楽団、台北
市立交響楽団など、ヨーロッパやアジアでも客演指揮者と
して多数の公演に参加。作曲家としても数々の国際コン
クールのファイナリストに選ばれており、映画、舞台、オペラ
やオーケストラへの楽曲提供も行っている。その作品は、フ
ランスやアメリカのラジオ局でも放送された。

ヤニック・パジェ
Yannick Paget

指揮者

ヴァイオリン

ヴィオラ

チェロ

フルート

オーボエ

指揮者特別集中講座

教授紹介 PROFESSEURS

熟達した技法と独特の存在感で、今や輝かしい円熟期を
迎えるヴァイオリニスト。10歳でパリ国立高等音楽院に入
学し、若くしてミュンヘン、モントリオール、シベリウス、ロン
＝ティボー等の国際コンクールで次々に受賞を重ねる。以
来30年以上、世界中で演奏活動を行う。多数の協奏曲の
名曲をレパートリーに数える一方、知られざる作曲家の作
品も積極的に演奏。ヴィヴァルディ、モーツァルト、ベートー
ヴェン、シューマン、メンデルスゾーン、グリーグ、サン＝サー
ンス、ラヴェル、デュティユーから、ジェラルド・シュルマン、エ
ドワード・グレグソン等に至るまで、ディスコグラフィーは多
彩である。室内楽にも熱心で、ラ・ロック・ダンテロン、プ
ラード・カザルス、モンペリエ、ラ・フォル・ジュルネ等、多くの
音楽祭に定期的に参加。ドゥカンやユボーら自身の師たち
に続き、次世代にバトンを引き継ぐ使命を果たすべく、パリ
国立高等音楽院にて教鞭をとる。使用楽器は1747年製カ
ルロ・ベルゴンツィ。

オリヴィエ・シャルリエ
Olivier Charlier

パリ国立高等音楽院教授

ヴァイオリン

© Denis Gliksman

募集要項

フランス音楽留学　スカラシップ（奨学制度）

パリ・エコール・ノルマル音楽院 スカラシップ
　優秀受講生より最大3名

̶ 著名な音楽家が名をつらねる、伝統校への留学 ̶

2004年より、京都フランス音楽アカデミーはパリ・エコール
・ノルマル音楽院と教育提携しています。アカデミーの優秀
生にはパリ・エコール・ノルマル音楽院への留学の道が開
かれています。スカラシップ対象者は、秋から1年間の授業
に参加するための入学金と授業料が免除されます。

長期フランス音楽留学のチャンスに挑戦してみませんか。

レッスンはすべてマンツーマンで行われます。課題曲は設けず、各受講生の希望する曲を指導。各受講生は、期間
中5回の個人レッスン（1回約1時間）を受講します。

声楽・ピアノ・弦楽器・管楽器クラス

マスタークラス 募集人数｜各クラス12名 ＋ 指揮者特別集中講座 ｜14名

送付先　 京都フランス音楽アカデミー実行委員会事務局

希望者には合格後、予約申し込み書をお送りします。宿泊施設

①受講申込書：音楽歴と受賞歴は、別紙（書式自由、A4サイズ以内）に記載して提出しても
かまいません。
※指揮者特別集中講座希望の方は、仏文か英文の履歴書（音楽歴含む）も提出すること。
（聴講生は、受講申込書のみの送付で結構です）
②音楽歴を補完する下記の資料
●音源（必須）：15分以内の演奏を録音した音楽用CD。曲目自由（ただし声楽クラス希望の場
合、モーツァルトのオペラのアリアから1曲と、自由曲1曲）。氏名・曲名を記入すること。CDプ
レーヤーで再生が可能かどうか必ず確認してからお送りください。CD以外の音源は受け付け
られません。
※指揮者特別集中講座希望の方は、下記のうちいずれか1つまたは両方を提出すること。

• 指揮の様子が分かるDVD
 （アカデミー事務局宛にデータでの送付も可。送付先：academie@institutfrancais.jp）
• ご自身の演奏を録音した音楽用CD

●その他の資料（任意）：推薦状やプレス記事、コンサートちらしなど（A4サイズに収めること）。
③未成年者の場合は、保護者の氏名、住所、捺印、同行の有無を明記した書面を添付のこと。
※音源、DVD、添付資料はお返ししません。

受講申込み13歳以上の音楽学生、演奏家。国籍不問。応募資格

アンスティチュ・フランセ関西 他会 場
期間中、希望者に斡旋（要予約）練習場所

原則として12日間。各受講生は期間中5回の個人レッスン（1回約
1時間）を受講。伴奏、通訳付き。受講生はどのクラスも聴講自由。

指導内容

2017年1月中旬頃に郵送にて本人に通知合格発表

2016年12月15日（木）必着応募締切

入学金： 11,000円
授業料： 150,000円 （ピアノ、ヴァイオリン、フルート）
 140,000円 （声楽、ヴィオラ、チェロ、オーボエ）
指揮者特別集中講座： 100,000円
指揮者特別集中講座聴講生： 1日10,000円（入学金不要）

費 用

指揮者特別集中講座　
3月28日（火）～31日（金）
指揮者・作曲家として幅広く活躍し、大阪教育大学でも指
導を行っているヤニック・パジェ氏が講師を務める特別集
中講座です。初めて指揮を学ぶ方から経験者まで幅広く
対応します（全4日間、1日6時間）。聴講生も募集します（有
料／右ページ参照）。
会場：ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川
内容：楽曲分析、スコアの準備、オーケストラでの実践演
習等
管弦楽：大阪教育大学教養学科芸術専攻音楽コース
募集人数：14名
※定員に満たない場合、開講を中止することがあります。
※講座内容、日程などが一部変更となる場合があります。
※アカデミー受講生は、無料で聴講できます。

メゾソプラノ。ストラスブール地方音楽院卒業後、ハンス・
ホッターとドゥニーズ・デュプレクスに師事し、パリ・オペラ
座をはじめ多数の劇場での公演に出演。これまでにラヴェ
ル「スペインの時」コンセプシオンや、「カルメン」タイトル
ロール、「ウェルテル」シャルロット、ナタリー・デセイと共演
した「ランメルモールのルチア」アリーサや「ラクメ」マリカ、
「美しきエレーヌ」、「ミニョン」、「カルメル会修道女の対話」
マリー、「フィガロの結婚」ケルビーノとマルチェリーナ、「ペ
レアスとメリザンド」ジュヌヴィエーヴなどを好演し、高い評
価を得る。近年の出演作はプッチーニ「ジャンニ・スキッ
キ」、「修道女アンジェリカ」、ベルク「ルル」など。多数のリサ
イタルを行う他、ヴェルディ「レクイエム」、ロッシーニ「小荘
厳ミサ曲」などのオラトリオやマーラー「大地の歌」にも出
演。現在、パリ・エコール・ノルマル音楽院およびモンベリ
アール音楽院教授。ラン国立オペラでは「声楽家の身体訓
練」とフランス語ディクションの指導も行う。

マリー＝テレーズ・
ケレール
Marie-Thérèse Keller

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

声楽 パリ国立高等音楽院でピアノをリュセット・デカーヴに、室
内楽をジャン・ユボーに師事し、ロン＝ティボー国際コン
クールおよびチャイコフスキー国際コンクール入賞。17歳
の頃から10年間サンソン・フランソワにも師事。若くして国
際的に認められ、カルロ・マリア・ジュリーニら著名な指揮
者たちに招聘される。室内楽は自身の探求にとって不可欠
な要素であり、アイザック・スターンやムスティスラフ・ロス
トロポーヴィチらと共演。これまでに約40枚のCDをリリー
スし、ディスク大賞や、ヴィクトワール・ドゥ・ラ・ミュージック
賞を複数回受賞。14年、ハイドンからプロコフィエフまで、
DECCAレーベルの音源の大半を収録したCD-BOXを発
売。オーケストラの指揮や、映画と演劇の音楽制作にも携
わる。07年、レジオン･ドヌール勲章シュヴァリエ受章。アル
ド・チッコリーニの後任としてパリ国立高等音楽院で20年
以上教鞭をとり、国際的に活躍する多くの若手演奏家を
輩出した。現在、パリ・エコール・ノルマル音楽院教授。

ブルーノ・リグット
Bruno Rigutto

パリ・エコール・ノルマル
音楽院教授

ピアノ

© Jean-Baptiste Millot

© Jean-Baptiste Millot

© François Séchet

※入学手続きは同音楽院の規定に従って行っていただきます。別途諸費用はご自身での負担となります。

下記の資料を当事務局までご送付ください。

〒606-8301 京都市左京区吉田泉殿町8 アンスティチュ・フランセ関西


